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印象に基づく楽曲検索システムにおける程度語の理解
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�� まえがき

大量にある楽曲データの中から，ある特定のものを探し出
すというよりも，ユーザが持つ何らかの判断基準（例えば嗜好
や感性，心的状態など）に合致するものを見つけ出すという場
合には，印象に基づく楽曲検索システムが有用である !辻 "#�

佐藤 $%� 池添 $%� 熊本 $&�'．
このようなシステムへの印象の入力は，従来，システムが

提示する（%）複数個の印象語の中から % つ以上を選択する
!辻 "#'，（&）複数個の印象語の中から %つ以上を選択し，それ
ぞれを多段階評価（例えば (段階評価）する !佐藤 $%'，（)）複
数個の印象尺度（印象語の対からなる評価尺度）の中から %つ
以上を選択し，それぞれを多段階評価する !池添 $%� 熊本 $&�'，
といった方法で行われる．そのため，提示される印象語の数が
多いと，入力したい印象を表す適切な印象語（もしくは印象語
の組み合わせ）を決定するのに時間と労力を要してしまい，少
ないと，決定できなくなってしまう．そこで，我々は，語彙的
にも言い回し的にも自分の言葉で入力できる自然言語インタ
フェースの実現に取り組んでいる !熊本 $)'．
さて，自然言語インタフェースならではの特長の一つとし

て，程度語の使用が挙げられる．すなわち，単に「面白い曲」
や「優しい感じの曲」のような印象語による指定だけでなく，
「かなり」や「やや」のような程度語を用いて，より微妙な違
いを表現できる点である．そこで，本稿では，程度語によって
修飾された印象語から印象に基づく楽曲検索システムへの入力
となる検索条件（印象ベクトルと呼ぶ）を生成するための手法
を提案するとともに，被験者 *$名による評価実験を行い，提
案手法の有効性を検証する．

�� 前提となる楽曲検索環境

��� 印象ベクトル（検索条件）の形式
自然言語インタフェースが実装される楽曲検索システム

!熊本 $&�' において用いられている検索条件（すなわち印象
ベクトル）の形式を示す．

連絡先+ 熊本忠彦，独立行政法人情報通信研究機構けいはんな
情報通信融合研究センター，〒 ,%"
$&-"京都府相楽郡精
華町光台 ).(，����/	�������0�

表 %+ 我々が提案している印象尺度

番号 印象尺度を構成する印象語
% 静かな 1 激しい
& 落ち着いた 1 忙しい
) 爽やかな 1 重苦しい
* 明るい 1 暗い
( 荘厳な 1 軽々しい
, ゆったりとした 1 窮屈な
# 綺麗な 1 綺麗でない
- 楽しい 1 悲しい
" 気持ちが落ち着く 1 気持ちが高揚する
%$ 心が癒される 1 心が傷つく

印象ベクトルは，%$ 次元のベクトルであり，各要素は表 %

に示した %$個の印象尺度 !熊本 $&�'に対応している．すなわ
ち，各要素の意味は対応する印象尺度を構成する印象語の意味
によって定義付けられ，その値は印象尺度の評定スケール（#

段階評価値）に準拠する．例えば，楽曲の楽しさ2悲しさに関
する印象を表すには，印象尺度 -に点数を与えればよく，その
点数が「とても楽しい（#点）1楽しい（,点）1少し楽しい
（(点）1どちらとも言えない（*点）1少し悲しい（)点）1

悲しい（&点）1とても悲しい（%点）」という評定スケールの
どのあたりに位置しているかによって，印象の程度（度合い）
が示される．このとき，印象ベクトルは，

3��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� � ��� ���4

という形式で表される．但し，記号 �は印象の程度を表す実数
値（$点～-点）であり，記号 ���は ���� �
�� 項を意味する．

��� 楽曲から生成される印象ベクトル
我々は，楽曲から抽出される物理的特徴量（音の高さ，長さ，

強さ，音色に関する時系列データ）を説明変数，印象尺度 �

（� 5 %� &� � � � � %$）における評価値（被験者 %$$名が -$曲を
聴取し，付与した # 段階評価値の平均値）を目的変数とする
重回帰分析（変数増加法）を行い，楽曲からその印象を記述す
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表 &+ 楽曲から生成された印象ベクトルの例

印象尺度 % & ) * (

�		�� ������ �� *�"* (�%, *�&, *�&- *�)$

��������	���) �� %�#$ %�"$ )�$& )�%, (�*$

���������% �� )�-, *�$# *�$" )�#$ *�*$

��� ����� ,�%$ (�") )�"% )�&" *�("

��	� ����	�% ��� &�*" )�-$ *�*( ,�$( *�-"

���� � �� )�,# *�%$ &�(" &�*% ,�$$

������ ��� �� &�-$ &�#) *�*- (�#& *�%"

印象尺度 , # - " %$

�		�� ������ �� *�", (�(# )�,) (�$% (�),

��������	���) �� )�$* *�," )�&, &�($ )�"&

���������% �� *�&* (�%* )�-" *�%" *�($

��� ����� (�%( (�*) )�** (�$( (�&*

��	� ����	�% ��� *�&$ (�&$ (�-) )�#, *�()

���� � �� *�$) (�** &�-- )�"$ *�&)

������ ��� �� )�#& *�-# (�(( &�"% *�*,

表 )+ 印象語解釈ルール（一部）

印象尺度 % & ) * (

哀れな 	�� 	�� &�*- &�%) 	��

懐かしい (�$% (�*$ 	�� *�*# 	��

古典的な (�*& (�(, 	�� )�*# (�(#

心地よい (�)$ (�,% (�(& (�&- 	��

優しい (�*" (�#" (�,& (�&# 	��

力強い &�%) 	�� 	�� 	�� 	��

印象尺度 , # - " %$

哀れな 	�� 	�� %�#( 	�� 	��

懐かしい (�)# 	�� 	�� 	�� (�#&

古典的な 	�� (�(% 	�� (�$, (�$"

心地よい (�,, ,�$% (�&% ,�$) ,�%)

優しい (�,& ,�$% (�%$ (�-( ,�%,

力強い 	�� 	�� 	�� &�)- 	��

る印象ベクトルを生成する手法を提案した（具体的には，印
象ベクトルの第�要素の値�� を求める重回帰式（重回帰式を
構成する説明変数とその係数，ならびに定数項）を決定した）
!熊本 $&�'．
本手法を用いて楽曲（標準 6�7� ファイル形式）から生成

された印象ベクトルの例を表 &に示す．

��� 印象語から生成される印象ベクトル
ユーザが入力した文から抽出された印象語は，表 ) に示さ

れたような印象語解釈ルール !熊本 $&�'を用いて，印象ベクト
ルに変換される．
この印象語解釈ルールは以下のようにして作成された．ま

ず，被験者 %$$ 人（男性 ($人，女性 ($ 人）に印象語（全部
で %**語�� ）と印象尺度（%$個）を紙ベースで提示し，その
印象語で表現される曲（例えば「優しい曲」）はどのようなイ
メージの曲か，ということを %つ以上の印象尺度に対する #段

�� 計算値が � 点より小さい場合は �点に，�点より大きい場合は �
点に丸められる．

� 我々の印象尺度で使われている � 語を除いた．

表 *+ 印象語を修飾しうる程度語（一部）

桁違いに，断然，超，最高に，すぎる，めちゃくちゃ，
かなり，非常に，適度に，なるべく，割と，比較的，
まあまあ，そこそこ，やや，心持ち，あまり，さほ
ど，全然，ちょっぴり

階評価という形で回答してもらった．その結果，印象語と各印
象尺度における # 段階評価値との対応関係が得られたが，こ
のデータの中には被験者による変動が大きいものや，不適切な
印象尺度と考えた被験者が多いものもあった．そこで，それぞ
れの印象語毎に，データの平均値 8�と標準偏差 � を求め，区
間 38�� %� 8�9 %4の間に含まれている被験者の数（被験者によ
る得点分布を正規分布と仮定した場合の理論上の数）を計算
した．そして，この数が被験者 %$$人の過半数に相当する (%

人以上であるデータだけを採用することにし，この条件を満
たさなかったデータは除去した（実際には記号 ��� を付与し，
���� �
�� 項として扱う）．その結果得られた対応表が表 )の
ような印象語解釈ルールである．

�� 提案手法

��� 程度語に関する検討
自由かつ自然な印象入力を可能にするというコンセプトに

基づいて，シソーラス !大野 -('を参考にシステムが受理すべ
き程度語 %%"語を決定した．その一部を表 *に示す．
さて，程度語の機能的役割は，その係り先である印象語が持

つ「意味」を強めたり，弱めたりすることと言える．従って，
程度語を受理できるようにするためには，印象語から生成され
た印象ベクトルの大きさを拡大または縮小するための仕組みが
必要とされる．印象尺度の評定スケール上では，#段階の評価
が可能であり，「少し」や「とても」によって修飾された印象語
も評価することができる．このとき，印象語そのものに対して
は ,点，「とても」によって修飾された印象語には #点，「少し」
の場合は ( 点という点数が与えられていることから，程度語
によるベクトルの大きさの拡大・縮小はこの評定スケールに準
じたものである必要がある．すなわち，ある印象語のある要素
が ,点であるとき，その印象語が「とても（少し）」によって
修飾されているなら，最終的に生成される印象ベクトルの当該
要素は #点（(点）であることが求められる．

��� 程度語による印象ベクトル変換手法
程度語によって修飾された印象語に対しては，表 ( に示し

たような程度語定数表を用いて，その印象語から生成される印
象ベクトルの大きさを拡大2縮小する．すなわち，ある印象語
から生成された印象ベクトルを �	 5 !	�'　 3� 5 %� &� � � � � %$4，
その印象語を修飾している程度語の定数を 
 とすると，この
印象ベクトルは

�	� 5 !
3	� � *4 9 *'　 3� 5 %� &� � � � � %$4 3%4

と変換される．この操作は，
が %より大きければ拡大であり，
小さければ縮小を意味する．また，	� の値が *点より大きけ
れば，その印象尺度 �の左側にある印象語の意味に対する操作
であり，小さければ，右側にある印象語の意味に対する操作と
なる．*点（すなわち「どちらとも言えない」を示す点数）の
ときは，
の値に関係なく，元の値が保持され，「どちらとも言
えない」のままとなる．
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表 (+ 程度語定数表（一部）

最高に（静かな） ���� 比較的（静かな） ��� 

本当に（静かな） ���� 少し（静かな） ���

とても（静かな） ��� やや（静かな） �� �

割と（静かな） ��!" かすかに（静かな） ����

図 %+ 点数の基準表（&"段階評価）

この程度語定数表は以下のようにして作成された．まず，被
験者 %$$人（男性 ($人，女性 ($人）��に程度語（全部で %%"

語）によって修飾された印象語（実際には印象尺度 %の左側の
印象語「静かな」を用いた）と図 % のような点数の基準表を
紙ベースで提示し，その程度語と印象語の組み合わせによって
表現される曲（例えば「わりと静かな曲」）が点数の基準表に
照らし合わせてどのあたりに位置するか，ということを回答し
てもらった．この点数の基準表は，「どちらとも言えない」を
原点（$点）とする数直線であり，「とても静かな曲」より静か
な曲と「とても静かでない曲」より静かでない曲を想定するこ
とにより，&"段階の評価が可能となっている．
以上の実験の結果，それぞれの程度語に対し，図 & に示し

たようなヒストグラムが得られた．このヒストグラムは「比較
的静かな曲」に対する評価結果であるが，モードは *，メディ
アンは *�(，平均は *�(#（標準偏差は %�")）と被験者の評価結
果にばらつきが見られた．このようなデータはほかにも数多く
見られたことから，図 ) に示すアルゴリズムを導入し，各程
度語の定数を決定することにした．すなわち，このアルゴリズ
ムによって出力された値を印象尺度の評定スケール（#段階評
価値）に換算し，式（%）を用いて 
の値を逆算した結果が表
(に示された程度語定数表である．ここで参考のために，本ア
ルゴリズムによる出力値を表 ,に示す．なお，移動平均を用い
たのは，程度語の多義性に由来すると思われる評価結果のばら
つきに対し，最も多くの人に支持された解釈を選び出すためで
あり，被験者数が過半数を超える最小範囲内のデータだけで平
均を求めたのは，少なくとも過半数の人が支持するような解釈
に対し，その平均的な解釈を決定するためである．ちなみに，
「比較的静かな曲」の場合は，移動平均の最大値は %,�&（*点）
であり，幅 (のデータ区間（&点～,点）で過半数を超え，そ
のときの範囲内のデータの平均値は *�&-であった．この値は，
全データに対する平均値（*�(#）よりも若干小さく，モードの
値（*）に近づいた値となっている．

�� 提案手法の有効性の検証

我々は，程度語によって修飾された印象語から印象ベクトル
を生成する手法を楽曲検索システム !熊本 $&�' に実装し，被
験者 *$名（男性 &$名，女性 &$名）による評価実験を行った．
このとき，作成された程度語定数表の妥当性を検証するため

�" 印象語解釈ルール作成のための実験に参加した被験者とは重複し
ない．

図 &+ 「比較的静かな曲」の評価結果

図 )+ 程度語定数を決定するためのアルゴリズム

に，程度語補正係数 �を導入し，式（%）を，

�	� 5 !�
3	� � *4 9 *'　 3� 5 %� &� � � � � %$4 3&4

と再定義した�

このような程度語補正係数を導入したのは，（�）程度語定数
表を作成するための実験では，&"段階の評価が可能であった
が，楽曲（から抽出される物理的特徴量）と印象尺度とを対応
付けるための実験では，#段階評価であったため，同じ程度語
（「とても」や「少し」）でも意味の粒度が異なる，（��）楽曲と
印象尺度との対応付けは，楽曲を聴取しながらの評価であり，
楽曲の印象と言葉（程度語＋印象語）が直接的に対応付けられ
たのに対し，程度語定数表の作成では，言葉の意味を印象尺度
で意味づけており，程度語どうしの相対的な意味関係が求めら
れたにすぎない，といったことから，程度語どうしの相対的な
意味関係を保ちつつ，程度語定数によって示される程度語の意
味と楽曲印象との対応付けの妥当性を調べるためである．
さて，実験の手順であるが，各被験者は，まず（%）入力可

能な印象語（%,* 語）と程度語（%%" 語）のリストを見なが
ら，システムへの入力となる文を作った．次に（&）この文を
システム �（� 5 $�,$），システム �（� 5 $�--），システム �

�
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表 ,+ 程度語評価実験の結果（一部）

最高に（静かな） %* 適度に（静かな） ,�()

極端に（静かな） %)�,% 割と（静かな） (�$*

超（静かな） %&�") 比較的（静かな） *�&-

本当に（静かな） %&�(- 少し（静かな） *

とても（静かな） %& やや（静かな） )�#,

いやに（静かな） %$�"- 心持ち（静かな） &�$"

十分（静かな） -�(* かすかに（静かな） %�*,

表 #+ ユーザが入力した印象語と程度語の組み合わせ

結構心地よくてかすかに寂しい曲，割とかっこいい曲，
実にほっとする曲，えらく主張のある曲，少々コミカル
な曲，うんと透き通った曲，かなり暗い曲，極めてうる
さい曲，とても単純な曲

（� 5 %�$$）のそれぞれに入力し，楽曲検索を行った．そして
（)）それぞれの第 % 位候補楽曲を聴取し，入力した印象との
適合度（(点満点）を (段階で評価した．但し，同じ楽曲が第
%位候補として提示された場合は，最初の %回だけ楽曲聴取・
適合度評価を行い，&回目以降は楽曲を聴取せずに，同じ適合
度を与えることとした．以上の手順を約 %$回繰り返した．
表 #にユーザが作った文の一部を示し，表 - に各システム

における適合度の平均値，標準偏差を示す．
表 -は，いずれのシステムもほぼ同等の性能（有意水準 (:で

適合度に統計的な有意差はなかった）であったことを示してい
るが，検索対象となった楽曲が %,$ 曲と少なかったため，多
少印象ベクトルが異なっても，同じ楽曲が検索されることがし
ばしば観測された．そこで，同じ検索結果（第 %位のみ）が提
示されたデータをノイズとして除去した上で，&つのシステム
どうし（�と �，�と �，�と �）を比較することにした．結果
を表 "に示す．なお，被験者のタイプミスによってシステムに
よって異なる印象が入力されてしまった場合のデータも取り除
いた．
表 "に示された結果からは，システム �が多少ながら高得

点のように見えるが，いずれのシステム間においても統計的有
意差はなかった（有意水準 (:）．従って，いずれのシステム
も同程度の検索性能を有していることになる．
もともと，同じ楽曲を聴いても受ける印象が異なる，受けた

印象が同じでも言葉による表現の仕方が異なる，といった個人
差が存在するわけだが，程度語によって表現される意味の違い
がこのような個人差よりも小さかったため，検索性能に差が生
じなかったものと考えられる．

�� まとめ

本稿では，「やや」や「比較的」などの程度語によって修飾
された印象語から印象に基づく楽曲検索システム用いられる
検索条件（印象ベクトルと呼ぶ）を生成するための手法を提案
した．具体的には，印象語から生成される %$次元の印象ベク
トルを，その印象語を修飾している程度語に応じて，拡大2縮
小することを考え，そのための定数（程度語定数と呼ぶ）を，
被験者実験により求めた．
結論としては，程度語の使用を認めることにより，より柔軟

表 -+ 各システムの性能評価の結果

システム 平均値 標準偏差 データ数
� 3$�,$4 )�#, %�&* )"*

� 3$�--4 )�-# %�&$ )")

� 3%�$$4 )�-$ %�&, )")

表 "+ 実験結果

システム 平均値 標準偏差 データ数
� 3$�,$4 )�-$ %�&* &-#

� 3%�$$4 )�-) %�&" &-#

� 3$�--4 )�-( %�%# %%-

� 3%�$$4 )�(- %�), %%-

� 3$�,$4 )�-$ %�&( &,#

� 3$�--4 )�"* %�&$ &,#

な検索が可能となる自然言語インタフェースを実現できるめど
がついたが，その一方で，楽曲からの印象の受け方や受けた印
象の言葉での表現の仕方における個人差に比べ，程度語によっ
て表現される印象の違いは小さく，今回の提案手法が有効であ
るかどうかを検証するためには，被験者間の個人差を考慮した
評価実験を行うべきであることが示唆された．
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